
受付時間／午前8時30分～午前11時00分　診療開始／午前9時00分～
休診日／土日祝・年末年始（12月30日～1月3日）

大阪鉄道病院
Osaka General Hospital of West Japan Railway Company

〒545-0053 大阪市阿倍野区松崎町1丁目2-22
TEL.06-6628-2221（代表）FAX.06-6628-2287（代表）
地域医療連携室 FAX.06-6628-4707
ホームページ  http://www.jrosakahosp.jp

【基本方針】
安全で良質な医療を実践し、信頼される病院を目指します。
多機能型急性期病院としてチーム医療を推進し、継続的な医療を提供します。
地域に根ざした病院としての役割を認識し、住民の皆さんの健康増進に努めます。
地域医療機関との連携を重視し、きめ細かな医療に努めます。
専門性を追求し、医療レベルの向上と人材の育成に努めます。

“私達は人間性を尊重し、謙虚で誠実な医療を提供します”
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大阪鉄道病院の、新しい表情
この春より当院の看護師とメディカルスタッフの

ユニフォームが新しくなりました。
　２０２１年４月１日より、看護師とメディカルスタッフ（薬剤師、放射線技師、検査
技師、リハビリテーション技士）のユニフォームを一新いたしました。
　より動きやすさと機能性を向上するとともに、クリーンで落ち着きのあるカラー
としました。スタッフも心機一転、患者さん第一の心はそのままに、よりスマートに
行動できるよう努めてまいります。

当院における新型コロナ対策

　当院では、ICT（院内感染対策チー
ム）の指導のもと、徹底した新型コロ
ナ感染症対策を行っています。エン
トランスにおいても、入館時の消毒
と体温チェック、ソーシャルディスタ
ンスなど感染防止対策で安心安全
な医療環境づくりに取り組んでおり
ます。ご来院のみなさまにはご不便
をおかけしますが、ご協力のほどお
願いいたします。

看護師の
ユニフォームは、
白いパンツが
目印です！



血液内科
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「診療科UPDATE」

高齢化とともに増加する血液疾患
的確な診断と患者さんに寄り添う治療を実践

医師一人ひとりが高い志を持ち、日々の診療と
専門分野の研究を両立する大阪鉄道病院血液内科。

その診療内容と思いをご紹介します。

間部 賢寛　副部長
（まなべ まさひろ）　
資格／日本内科学会認定内科医・
総合内科専門医、日本血液学会認
定専門医・指導医、日本臨床腫瘍
学会がん薬物療法専門医・指導
医、日本がん治療認定機構がん
治療認定医、日本検査血液学会
評議員、日本造血細胞移植学会
認定医、細胞治療認定管理士。
◎骨髄の細胞形態を研究してい
ます。
　当院にいらっしゃる患者さんはご高齢の方が多く、以
前から血液の病気と聞くだけで恐れ悲観される方がほと
んどです。しかし、近年では某キャスターの悪性リンパ腫
や漫才師の多発性骨髄腫、水泳選手の白血病など、著名
人が病名をメディアで公開して闘病されるケースもよく
見受けられるようになってきました。見事に克服し復活
される姿は、同様の疾患を持つ患者さんにとって大きな
励みになっていると思います。もちろん治療や予後が厳
しい場合も少なくありませんが、医師の立場から見ても
昔では考えられないほどに多くの治療法が確立されてき
つつあります。たとえばかつては死病と恐れられた結核
が抗生物質の出現でほぼ克服できる病気になったよう
に、今後はさらに新しい薬がどんどんできて病気に追い
ついているのではないかという期待を持っています。
　それだけに治療の選択肢も増えています。標準治療で
あっても、患者さんの年齢や体力、状況を考え、どんな人
生を望まれるか、ゴールをどこにするかで、治療法は大き
く異なります。極端にいえば、患者さんが１００人いらっ
しゃったら１００パターンの治療があります。その選択に
あたっては、患者さんやそのご家族と十分なコミュニ
ケーションをとって、ご理解ご納得をいただくことを第一
に考えています。
　言い古された表現ではありますが、やはり病気を診る
より病人を診ることが医師の原点だと思っています。ど
んな患者さんも人生をあきらめることなく、少しでも長く
楽しく希望ある時間を過ごしていただけるように力を尽
くしてまいります。

　白血球、赤血球、血小板などの血液細胞は、骨髄
の中の「造血幹細胞」と呼ばれる細胞から精緻にコ
ントロールされて作られます。血液内科ではこの
造血システムの中で発生する種々の血液の病気を
診療の対象としています。その代表として白血病、
リンパ腫、骨髄腫があります。これらは造血器悪性
腫瘍と呼ばれる“血液がん”で、一般的には不治の
病のイメージがまだまだ根強いですが、最近では
新しい治療法のおかげで治療成績が向上していま
す。当科でも最新のエビデンスと各種ガイドライ
ンに基づいて化学療法、分子標的療法、抗体療法、

新規薬剤療法などによる急性期診療を積極的に
行っております。医師、看護師、薬剤師、理学療法士、
ソーシャルワーカーが緊密に連携したチーム医療
体制で患者さんとご家族の信頼にお応えできる血
液診療をご提供できるよう日々研鑽を重ねてまい
ります。
　また、新型コロナウイルス感染が続く中、患者さん
もご家族も今までに経験したことのない不安を抱え
ておられることと存じます。コロナ禍においても安心
して治療を受けていただけるよう病院全体として感
染予防対策の徹底を最優先に取り組んでおります。

「人を診る」医師であり続けたい

　昨年の 4 月に赴任して、
まる 1 年がたちました。患
者さんからはよく「いろん
な病院で診てもらってきた
けど、ここが一番やわ」とお
褒めの言葉を頂戴するこ
とも多く、私自身、スタッフのやさしさ、あたたかさを日々
感じています。
　血液疾患は全身の不調につながりますが、意外と診断
がつかないまま過ごしていらっしゃる方も多いように思
います。そういう方の疾患を少しでも多く見つけ出し、適
切な治療を提供することで、よりよい人生のお手伝いを
することが大切な役割と考えています。時々、深刻な病気
と診断されることを恐れて受診や検査自体を拒む患者さ
んもいらっしゃいますが、それは本当にもったいないこと
です。70歳、80 歳を超えて悪性の血液の病気と診断さ
れても、治癒された患者さんがたくさんいらっしゃいま
す。親切な診療を心がけておりますので、どうぞ気を楽に
して受診していただけたらと思います。かかりつけ医の
先生方も、血液検査で気になる患者さんがいらっしゃい
ましたらご遠慮なくご相談・ご紹介ください。

患者さんが不安を乗り越える力添えを
谷澤 直　医員
（たにざわ なお）　
◎造血細胞移植の研究をして　
います。

医師紹介

主な検査・治療実績抜粋（件数）

骨髄異形成症候群　　　　　　　

多発性骨髄腫　　　　　　　　　

慢性骨髄性白血病　　　　　　　

特発性血小板減少性紫斑病　　　　

再生不良性貧血　　　　　　　　　

上記以外の血液疾患　　　　　　

感染症　　　　　　　　　　　　

その他の疾患

＜その他疾患MDC名称＞ 2017年度  2018年度  2019年度
１１4

３２

8

8

2

２７

３６

３８

１２７

４２

4

6

１６

２０

２４

１８

８６

３８

3

5

１１

１２

１４

２３

びまん性大細胞型B細胞リンパ腫

濾胞性リンパ腫　　　　　

成人T細胞白血病／リンパ腫　　　　

血管免疫芽球性T細胞リンパ腫　　

末梢性T細胞リンパ腫　　　　　

MALTリンパ腫　　　　　　　　

マントル細胞リンパ腫　　　　　　

リンパ形質細胞性リンパ腫　　　　

その他のB細胞リンパ腫　　　　　

慢性リンパ性白血病／小リンパ球性リンパ腫

上記以外の非ホジキンリンパ腫

＜非ホジキンリンパ腫＞ 2017年度  2018年度  2019年度
１５９

６９

６８

０

２７

１１

３

１０

６

３

ー

２０１

４４

５０

５

１９

３

６

１5

６

4

ー

１79

６8

43

1

10

5

8

１1

１1

３

１1

急性骨髄性白血病　　　　　　　

急性リンパ性白血病　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

2017年度  2018年度  2019年度
37

25

ー

43

24

ー

28

17

12

＜急性白血病MDC名称（詳細内容）＞
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血液内科
全国でも数少ないHTLV-1の
診療・研究拠点としてその発展に尽力

部長   高　起良
高　起良（こう きりゃん）
資格／日本HTLV-1学会評議員、国立研究開発法人日本医療研究開発
機構(AMED)委託費研究「HTLV-1の疫学研究及び総合対策に資する
研究」班員、厚生労働科学研究「HTLV-1母子感染対策および支援体制
の課題の検討と対策に資する研究」班員、大阪府母子保健運営協議会委
員（HTLV-1母子感染予防対策担当）

「診療科 UPDATE」

＜ドクターインタビュー＞

昨年放映され大きな感動を呼んだNHK連続テレビ小説『スカーレット』
その医事指導に高部長が携わりました。

　NHK の医療監修をされている先輩医師からお声掛けいただきました。私には荷が重
すぎるのでお断りしようかと悩みましたが、主人公のモデルとなった信楽の女性陶芸家・
神山清子さんの立志伝を読んで、その壮絶な生き様に胸が熱くなりお役に立てればと思
いました。実際にご長男が慢性骨髄性白血病を発症し、骨髄移植のドナー探しに奔走す
るなどの大変なご苦労をされ、結果として骨髄バンク立ち上げに貢献された方です。
　私はドラマの最終盤、息子の武志（伊藤健太郎さん）が慢性骨髄性白血病を発症して
闘病生活を送る一連の場面に携わりました。武志、主人公の喜美子（戸田恵梨香さん）そ
して主治医（稲垣吾郎さん）などの登場人物の台詞の確認、血液検査データや白血病告
知時のカルテなどを準備し、稲垣吾郎さんが演じる白血病告知場面や武志の友人が急
変する場面など撮影にも立ち会いました。ドラマの最終週、死を間近に控えた武志が色
紙に「変わらぬ日々は特別な一日である」という言葉を残すのですが、コロナ禍で「普通
の日常生活」が失われた現在の私たちにもとても重く響きます。非常に貴重な体験をさ
せていただきました。

高部長がNHK連続テレビ小説の医事指導を担当！
＜トピックス＞

当院血液内科のもうひとつの特徴は、成人Ｔ細胞白血病・リンパ腫 (Adult T cell 
leukemia-lymphoma, ATL) の原因である HTLV-1 の相談外来を設けていることで
す。2005 年 よ り JSPFAD と 呼 ば れ る HTLV-1 感 染 者 の 疫 学 調 査
（https://htlv1.org/index.html）に取り組む高部長より、その詳細をご紹介いたします。

HTLV-1とは
　HTLV-1 とは、ヒト T 細胞白血病ウイルスⅠ型
（Human T-cell Leukemia Virus Type Ⅰ）の略 称で、
白血球のひとつであるTリンパ球に感染するウイルスで
す。HTLV-1が発見されたのは1980年と比較的最近で
すが、このウイルス自体は古くから人類と共存してきた
ものです。日本では縄文時代より前からHTLV-1の感染
があったといわれています（HTLV-1 情報サービス
http://www.htlv1joho.org/）。
　HTLV-1 に感染しても自覚症状はありませんが、一度
感染するとウイルスは Tリンパ球のDNAの中に組み込
まれて一生残ります。この状態をHTLV-1無症候性キャ
リアと呼びます。感染してから約 50 年以上の長い潜伏
期間を経て難治性の血液がんであるATLを発症します。
但し、ATL を発症するのはキャリアの約 5% のみで
95％は生涯発症することはありません。

HTLV-1の感染経路
　HTLV-1 に感染した T リンパ球が大量に体内に入
らない限り感染は起こりません。感染経路は、母乳に
よる母子感染（垂直感染）と性交渉感染（水平感染）に
限られます。この感染した Tリンパ球は乾燥、熱、洗剤
などで簡単に死滅するため、水、食器、衣服など、ある
いはくしゃみなどで感染することはありません。感染
した方と暮らしていてもそれだけで感染することは
なく、普通の生活で特別の配慮は必要ありません。
HTLV-1 感染を知るきっかけになるのは主に献血と

妊婦検診です。2011 年から妊婦健診において
HTLV-1 抗体検査が全国一律に公費負担として導入
されました。妊婦さんがキャリアとわかれば、生まれ
てくる児への感染リスクを減らすために母乳は避け
て完全人工栄養が推奨されています。
　一方、献血者を対象とした調査の結果、青年および
成人において年間約 4,000 人もの新規感染者が水平
感染によって発生していることが報告されました
( S a t a k e ,  L a n c e t  I n f e c t .  D i s .  2 0 1 6  
Nov;16:1246-1254)。水平感染は今後の対策が急が
れる課題です。

HTLV-1感染者の分布と世界HTLVデー
　日本国内の HTLV-1 感染者は約 82 万人で、九州、
沖縄、四国の太平洋側など西日本に多いとされてきま
したが、人口の移動に伴って近年では東京や大阪など
の大都市圏へ拡散しているのが現状です（2014～
2016年度厚生労働科学研究班、浜口班調査報告書）。
世界における推定感染者数は約 3千万人で、オースト
ラリアの先住民アボリジニの約 50% が HTLV-1 に
感染していることが報告され注目されています 
(Einsiedel, BMC Public Health 2016 16:787)。こ
ういった感染状況を背景に、WHO（世界保健機関）は
2018年から 11月 10日を “World HTLV Day”（世
界 HTLV デー）と定めて HTLV-1 の啓発活動を進め
ています。

JSPFADとHTLV-1診療拠点病院
　2002 年度に文部科学省や厚生労働省の助成を受
けて東京大学医科学研究所を代表施設とした
HTLV-1 感染者コホート研究班（Joint Study on 
Predisposing Factors of ATL Development， 
JSPFAD）が立ち上がり、どのようなキャリアの方が
ATL を発症しやすいのか発症の危険因子を明らかに
し、発症予防法と新たな治療法を開発することを目的
とした研究が行われています。大阪鉄道病院も 2011
年より JSPFAD に参加しています。HTLV-1 キャリ
ア相談外来では HTLV-1 に関する正しい情報を提供
することで不安を減らして安心して日常生活を送っ
ていただけることを目標に取り組んでいます。また
キャリアの相談・支援だけではなく ATL を発症され
た患者さんの治療にも積極的に取り組んでおります。
2018 年には全国でも数少ない HTLV-1 の診療拠点
病院（日本HTLV-1 学会登録医療機関）に選ばれ、さら
に身の引き締まる思いです。

HTLV-1キャリア相談外来

九州、沖縄
今村総合病院
鹿児島大学病院
佐賀大学病院
九州がんセンター
長崎大学病院
熊本大学病院
大分大学病院
宮崎大学病院
琉球大学病院

　　　　　首都圏
東京大学医科学研究所附属病院
聖マリアンナ医科大学病院

【要件】
①キャリアのリスク評価を踏まえて相談と支援を行う。
②他施設のキャリア対応の支援を行う。（献血判明キャリア、妊婦検診判明キャリ
　ア、保健所相談対応、他医療機関）
③毎年度の診療実績を日本HTLV-1学会、厚生労働省に対して報告する。
④近隣の医療機関、官公庁、保健所を対象とした研修の実施。

日本HTLV-1学会登録医療機関
HTLV-1関連疾患の診療を行う医療機関のなかでも、以下の要件を満たす医療機関
が登録されています。

日本HTLV-1学会
The Japanese Society of HTLV-1 and Associated Diseases（JSHAD)

赤字：第一次登録済み施設
緑字：第二次以降登録病院

北海道

東北
中部北陸

（2020年1月時点）

中国四国

近畿
JR大阪鉄道病院
京都大学病院

日本HTLV-1学会ホームページ (http://htlv.umin.jp/index.html)

大阪鉄道病院におけるJSPFAD登録者数 　　
（2005年9月～2020年12月）

* ATLに関してはJSPFADに登録された症例数のみを提示した。
** HTLV-1関連脊髄症

キャリア

441
くすぶり型 慢性型

ATL（70）* 
リンパ腫型 急性型

17 18 21 14

HAM** ぶどう膜炎

10

計

13 534

HTLV-1キャリア対応（大阪鉄道病院の診療体制）

＊ JSPFAD； HTLV-1 感染者長期追跡調査研究班
 (https://htlv1.org/index.html)

献血

国立感染症研究所
大阪府保健所

大阪鉄道病院

大阪市立大学医学部附属病院
（造血幹細胞移植推進拠点病院）

東京大学
医科学研究所

妊婦健診
・妊産婦キャリアサポート
・キャリア相談、抗体検査

・HTLV-1疫学研究
・診断検査法の確立
・発症予防法研究

・JSPFAD＊
・キャリア相談支援
・ATL治療 ・JSPFADの統括

・発症予防法研究

・ATLの同種造血幹細胞移植

日本HTLV-1学会 国際レトロウイルス学会

日本HTLV-1学会, JSHAD (http://htlv.umin.jp/index.html)
国際レトロウイルス学会, IRVA (https://htlv.net)

11月10日は世界HTLVデー
（WHOのHTLV-1啓発活動）
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